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学 会 発 表 

国 内 学 会、 研 究 会 

第 19回日本がん転移学会学術集会、2010 06 16、金沢 

杉野 隆、マウス乳癌を用いた自然肝転移モデルの作製.  

 

第 42回日本結合組織学会学術大会・第 57回マトリックス研究会大会合同学術集会、 

2010 08 19、秋田 

市川（冨川）直樹、Laminin alpha1 欠損によるマウス小脳の発達異常 



 

第 33回日本分子生物学会年会・第 83回日本生化学会大会合同大会、 

2010 12 08、神戸 

ICHIKAWA-TOMIKAWA 、 The role of laminin α 1 in murine cerebelluar 

development.  

 

【シンポジウム】 

第 42回日本臨床分子形態学会総会、2010 09 24、三島 

千葉英樹、細胞接着・極性とヒト疾患. シンポジウム「進化する分子形態学的手法

を用いた病態診断と治療への応用」.  

 

【特別講演】 

栃木県立がんセンター Grand-Conference、2010 02 04、宇都宮 

杉野 隆、がんは浸潤がなくても転移できる！！－新たな転移の pathway とそのメ 

カニズム－. 

 

愛媛大学医学部 公開セミナー、2010 02 16、愛媛 

杉野 隆、がん研究のパラダイムシフトをめざして～病理学の挑戦～.  

 

第 46回肝形態科学研究会特別講演、2010 05 26、山形 

千葉英樹、細胞接着・極性形成の分子機構とその異常. 

 

第 71回日本病理学会東北支部学術集会特別講演、2010 07 18、山形 

千葉英樹、細胞接着・極性形成とヒト疾患.  

 

第 425回福島医学会学術研究集会特別講演、 2010 10 28、福島 

千葉英樹、多彩な生理機能と病気に関わる細胞接着と極性.  

 

【招待講演】 

中空知整形外科医会、2010 11 11、中空知 

千葉英樹、私の目指したもの、目指すもの－整形外科医が研究者になって－.  
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中村 泉、杉野 隆 他、Stage IV直腸癌術後に生じた孤立性小腸転移の１切除例、

日本消化器外科学会雑誌、2010、43(8):850-856. 

 

 

研 究 費 

厚生労働省がん研究助成金 厚生労働省 平成 22年度 

がん組織の特異性を利用したドラッグデリバリーシステム（DDS）薬剤の基礎的・臨

床的開発に関する研究 

分担：杉野隆（代表：濱口哲弥） 

 

日本学術振興会 科学研究費補助金／基盤研究(B) 平成 22年度 

タイト結合の機能細胞病理学－すきまの細胞生物学から治療への応用をめざして  

分担：千葉英樹（代表：澤田典均） 

 

日本学術振興会 科学研究費補助金／基盤研究(C)  平成 22年度 

癌転移の多様性に対応するモデルの作製と分子メカニズムの解明 

代表：杉野 隆 

 

文部科学省 科学研究費補助金／若手研究(B) 平成 22年度 

脳梗塞時の虚血傷害部位に発現する laminin alpha1 の機能的意義の解明 

代表：冨川直樹 

 

財団法人 内藤記念科学振興財団 内藤記念科学振興財団研究助成 平成 22年度 

F9コンディショナルシステムを用いた細胞接着と極性形成の分子基盤解明 

代表：千葉英樹 


